
うるま市高齢者人口の推移
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　今、高齢者の 2人に 1人は介護が必要になると言われています。人はいつか老いていきますが、
そのなかで、何らかの手助けを必要とすることがおこってきます。自分自身であったり、親や兄弟
などを含め、ほとんどの人が介護の問題に直面することになります。
　実際に家庭で介護している方の多くは女性ですが、高齢化が進み、介護の期間も長くなり、その負
担も重くなっています。
　これまで介護の問題は「家族の問題」として考えられてきましたが、これは誰にでもありうること
であり、介護が必要となったときには、安心して自立した生活を送れるように、社会全体でささえ合
っていこうというのが「介護保険制度」です。
　介護保険は、要介護状態やねたきり等になっても「できるだけ住み慣れた地域や家庭で暮らした
い」という、高齢者自身の希望を叶えようとするものであり、介護をしている家族を支援し、介護の
負担を軽くするためのサービスの利用を可能にするものです。

　年金が年額１８万円以上の方は特別徴収となり、年金から天引きになります。ただし、年度の途
中で65歳になった方、他の市町村から転入してきた方、年度の途中で所得の変更があった方、現況
届の提出が遅れた方、年金を担保に借入を行った方、老齢福祉年金のみを受給されている方及び年
金が年額18万円未満の方は普通徴収となり、納付書で個別に納めます。

保険料の年額を、年金の支払い月の年6回
に分けて天引きとなります。
4 月、6月、8月は、保険料が確定していないた
め、前年度の２月期と同額になります。10月、
12 月、2 月は、確定した年額保険料から、すで
に納めた分を差し引いた額を 3回に分けて徴
収します。

なぜ介護保険が必要なのですか？

保険料はどのように納めるの？

特別徴収
保険料の年額を10回（期）に分けて納めます。
市から送付される納付書を持って、取り扱い金
融機関等で納めます。
忙しい方、なかなか外出できない方は口座振替
をご利用ください。取り扱い金融機関で「口座
振替依頼書」に必要事項を記入し、申込みま
す。その際には、納付書、通帳、印鑑（通帳届出
印）が必要になります。

普通徴収

口座振替が便利！

～ 老後の安心をささえる、みんなの制度 ～

納め方は、年金の受給額によって、特別徴収と普通徴収の2通りに分かれます。

お問い合わせ：介護長寿課　介護管理係　☎973－3208

8年後の平成26年には、
うるま市に住んでいる人
の約 10 人に 2 人は高
齢者になると予想されて
います。
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南は

え

ば

る

風
原
（
へ
ー
ば
る
）

　

勝
連
半
島
の
根
っ
こ
に
今
世
界
遺
産
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
勝
連
城
跡
が
聳そ

び

え
て
い
る
。
勝
連
半
島
の
地
名
は
こ
の
城

の
名
に
因
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

標
高
約
百 

㍍
の
城
の
頂
上
か
ら
は
中
頭

一
帯
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
頭
、
島
尻

方
面
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
中

城
湾
を
挟
ん
で
中
城
城
跡
、
そ
の
向
こ
う

に
首
里
城
方
面
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え

る
。
戦
国
武
将
な
ら
阿
麻
和
利
な
ら
ず
と

も
こ
こ
に
立
て
ば
天
下
覇
権
を
志
す
の
は

当
然
の
成
り
行
き
と
い
え
る
。
か
つ
て
平

敷
屋
朝
敏
は
数
百
年
も
前
に
こ
の
城
を
訪

れ
、
古

い
に
し
えの

栄
華
と
強
者
ど
も
の
夢
の
跡
を

偲
ん
で
い
る
。

　

勝
連
城
の
歴
史
的
背
景
や
城
跡
の
文
化

遺
産
と
し
て
の
価
値
は
さ
て
お
き
、
こ
こ

で
は
題
名
に
沿
っ
て
「
勝
連
」
の
地
名
の

語
原
と
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

勝
連
の
カ
ツ
の
語
原
は
そ
の
地
形
や
位
置

か
ら
「
垣
」
で
カ
キ
→
カ
ツ
→
カ
チ
と
転

訛
し
て
き
た
。
垣か

き
の
は
な花
の
カ
キ
（
方
音
カ
チ

ヌ
ハ
ナ
）、
嘉か

つ

う

津
宇
岳
の
カ
ツ
な
ど
同
様

の
語
原
で
岩
地
・
崖
地
を
意
味
す
る
。
レ

は
場
所
を
示
す
接
尾
語
で
カ
ツ
・
レ
が
カ

ツ
レ
ン
（
方
音
カ
ッ
チ
ン
）
に
な
り
賀
通

連
、・
・
・
や
が
て
勝
連
と
表
記
さ
れ
た
。

　

勝
連
城
は
中
城
湾
沿
い
に
東
方
に
延
び

る
勝
連
半
島
の
石
灰
岩
丘
陵
、
そ
の
根
っ

こ
の
崖
地
、
自
然
の
要
害
の
地
を
活
用
し

た
城
で
あ
る
。
即
ち
、
勝
連
の
地
名
は
「
崖

勝
連
の
語
原
は
カ
キ
・
レ
？

地
の
（
連
な
る
）
と
こ
ろ
」
と
い
う
意
味

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

南
風
原
は
、
勝
連
城
の
西
方
に
位
置
し
、

中
城
湾
に
面
し
て
い
る
。
グ
ス
ク
の
周
辺

の
地
名
は
一
般
的
に
グ
ス
ク
を
中
心
と
し

て
東
西
南
北
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
現
在
の
南
風
原
は
勝
連
城
の
西イ

リ

に

あ
る
の
に
な
ぜ
南
を
意
味
す
る
南
風
原
地

名
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が

あ
る
。
当
初
南
風
原
は
勝
連
城
の
南
側
傾
斜

地
（
元
島
原
）
に
あ
っ
た
が
、
一
七
二
六

年
に
現
在
地
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
勝

連
町
南
風
原
字
誌
）。
こ
の
と
き
の
移
動
に

つ
い
て
は
沖
縄
の
歴
史
で
も
知
ら
れ
て
い

る
前
浜
三
良
（
勝
連
バ
ー
マ
ー
）
の
功
績

が
伝
え
ら
れ
、
南
風
原
発
展
の
基
礎
を
築

い
た
恩
人
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

南
風
原
の
地
名
は
「
グ
ス
ク
の
南
側
に

あ
っ
て
南
風
の
吹
く
と
こ
ろ
」
と
い
う
意

味
だ
が
グ
ス
ク
の
北
西
の
現
在
地
に
移
っ

て
も
そ
の
ま
ま
南
風
原
と
い
う
柔
ら
か
で

温
か
い
地
名
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。

　

以
後
南
風
原
は
肥
沃
な
土
壌
と
住
民
の

勤
労
で
県
内
で
も
屈
指
の
豪
農
を
出
す
ま

で
に
な
っ
た
。
終
戦
直
後
は
多
く
の
難
民

が
収
容
さ
れ
、
人
口
が
一
万
人
余
り
を
数

え
、
前
原
市
南
風
原
区
が
誕
生
し
た
。
近

年
は
土
地
改
良
事
業
・
中
城
湾
港
新
港
整

備
事
業
が
推
進
さ
れ
、
特
に
湾
岸
に
面
す
る

一
帯
の
風
景
は
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

　

南
風
原
の
西
の
方
に
「
ナ
ナ
カ
ジ
ラ
ー

石
（
別
名
寒か

ん
ど
う
い
し

土
風
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

岩
が
あ
る
。
現
在
は
工
場
や
民
家
と
密
接

し
そ
の
形
状
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
か
つ
て
は
雨
宿
り
も
で
き
た
と

い
う
。
こ
の
岩
は
中
城
湾
岸
よ
り
数
百 

㍍

も
内
側
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
に
南
風

原
村
が
で
き
る
数
百
年
前
ま
で
は
一
帯
は

海
水
で
満
ち
、
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。

こ
の
間
長
期
に
亘
っ
て
岩
は
波
に
洗
わ
れ
、

削
ら
れ
て
い
く
つ
も
の
痕こ

ん
せ
き跡
が
残
さ
れ
た
。

そ
の
形
状
か
ら
岩
は
「
ナ
ナ
カ
ジ
ラ
ー
石
」

と
呼
ん
だ
。
ナ
ナ
は
七
で
何
回
も
、
カ
ジ

ラ
ー
は
ク
ジ
ル
（
抉く

じ

る
）
の
こ
と
、
方
言

の
ク
ジ
ル
は
ハ
ル
カ
ジ
ー
ン
、
ワ
タ
ク
ジ

ー
ン
、
ミ
ー
ミ
ー
ク
ー
ジ
ー
な
ど
同
じ
語

原
で
あ
る
。

　

こ
の
一
個
の
岩
か
ら
ク
ジ
ル
と
い
う
古

語
や
ま
た
南
風
原
が
こ
こ
に
移
転
す
る
前

の
周
囲
の
地
形
・
状
況
を
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
物
言
わ
ぬ
一
個
の
岩
が
歴
史

の
証
人
と
し
て
語
り
、
地
名
の
大
切
さ
を

教
え
て
く
れ
る
。

　

七
カ
ジ
ラ
ー
石
か
ら
北
東
の
丘
陵
地
一

帯
に
勢
理
客
（
原
名
）
と
呼
ば
れ
る
地
域

が
あ
る
。
県
内
に
は
勢
理
客
地
名
が
浦
添

市
、
今
帰
仁
村
、
伊
平
屋
村
等
に
あ
る
。

知
名
町
に
は
勢せ

り
か
く

利
覚
が
あ
る
。
方
音
「
ジ

ッ
チ
ャ
ク
」「
ジ
ッ
チ
ャ
フ
」
だ
が
、
知
名

町
で
は
「
ジ
ッ
キ
ョ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

筆
者
が
少
年
の
頃
、
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
に

は
「
た
だ
今
の
一
着
は
ジ
ッ
チ
ャ
ク
（
十
着・

勢ジ
ッ
チ
ャ
ク

理
客
）
で
し
た
」
と
、
今
で
い
う
オ
ジ
ン

ギ
ャ
グ
を
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ジ
ッ

チ
ャ
ク
地
名
は
元
々
「
せ
り
か
く
（
お
も
ろ

さ
う
し
）」
だ
っ
た
の
が
漢
字
で
勢
理
客
・

瀬
利
覚
と
表
現
さ
れ
「
せ
り
か
く
→
ぜ
り
か

く
→
ぜ
っ
か
く
→
じ
っ
き
ゃ
く
→
じ
っ
ち
ゃ

く（
ふ
）」に
転
訛
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
地
名
の
語
原
と
意
味
に
つ
い
て
『
沖

縄
地
名
考
・
宮
城
真
治
』
は
、
シ
リ
サ
ク
の

こ
と
で
「
後
の
谷
の
義
で
あ
ろ
う
」
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
シ
リ
は
後
方
の
こ
と
で
サ
ク

は
迫
で
谷
間
と
解
し
て
い
る
。

ま
た
奄
美
の
ジ
ッ
キ
ョ
は
ジ
は
地
、
キ
ョ
は

川
で
「
地
中
を
流
れ
る
川
と
し
て
い
る
『
知

名
町
地
名
考
・
先
間
政
明
』」。

　

地
名
の
シ
リ
・
セ
リ
に
は
後
方
を
意
味
す

る
も
の
と
「
迫
（
せ
）
り
あ
が
る
」
で
周
囲

よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
を
指
す
も
の
が

あ
る
。
チ
ャ
ク
の
語
原
は
カ
ク
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
郭
・
角
で
場
所
を
示
す
。
そ
の
位
置

や
地
形
か
ら
し
て
そ
の
意
味
は
「
村
の
後
の

方
」
と
も
解
さ
れ
る
が
、
勢
理
客
（
原
）
の

隣
に
は
「
後
原
」
が
あ
る
の
で
同
じ
意
味
に

な
っ
て
し
ま
う
。
県
内
の
勢
理
客
地
名
は
丘

陵
地
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
南
風
原
の
勢
理
客

も
集
落
を
北
風
か
ら
守
る
よ
う
に
丘
陵
地
に

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
す
る
と
「
丘
陵
地
の
と
こ
ろ
」
と

い
う
意
味
に
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
南
風
原
に
は
浜
崎
の
テ
ラ
、
ノ
ロ

殿
内
の
神
屋
、
報
恩
社
な
ど
由
緒
あ
る
拝
所

や
釜か

ま
し
り尻

、
助た

す
か
や

加
屋
、
マ
チ
ン
チ
ャ
ー
、
タ
カ

ル
ハ
な
ど
興
味
あ
る
地
名
が
あ
る
。

南
風
原
の
移
動
と
発
展

七ナ
ナ

カ
ジ
ラ
ー
石
（
寒か

ん

ど

う

い

し

土
風
石
）

勢せ
り
き
ゃ
く

理
客
（
ジ
ッ
チ
ャ
ク
）
の
語
原
と
意
味


